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はじめに
フグ目マンボウ科Molidaeマンボウ属 Molaは

クライアントとして，様々なクリーナー（掃除魚）

と掃除共生関係をもっている（例えば，Gotshall, 

1967；Konow et al., 2006；Thys et al., 2017）．しか

し，マンボウ属各種［マンボウMola mola (Linnaeus, 

1758)，ウシマンボウ Mola alexandrini (Ranzani, 

1834)，カクレマンボウ Mola tecta Nyegaard et al., 

2017］がそれぞれ何種のクリーナーと掃除共生関

係をもっているのかについては，全体像が把握さ

れていない．

静岡県大瀬崎では，スキューバーダイバーの

間でチョウチョウウオ科 Chaetodontidaeシラコダ

イ Chaetodon nippon Steindachner and Döderlein, 

1883がマンボウを掃除することがよく知られて

おり，著者らは大瀬崎における両種の掃除共生に

ついて，動画共有サイト YouTubeの動画を元に

した詳しい調査を行ってきた（澤井・相原，

2024a–b）．その調査の中で，シラコダイによるウ

シマンボウへの掃除，イシダイ科 Oplegnathidae

イシダイOplegnathus fasciatus (Temminck & Schlegel, 

1844)によるマンボウへの掃除も確認された．こ

れまで文献上で知られているマンボウ属のク

リーナーを総合的に調査した結果，それら 2つの

掃除は本研究で初めて確認されたことが分かっ

たため，その詳細をここに報告する．

材料と方法
マンボウ属の魚類クリーナー（種レベル）に

関する文献を可能な限り収集し，文献上にマンボ

ウ属の写真があるものについては本研究で再同

定を行った．マンボウ属の種同定は Sawai et al. 

(2017)と澤井（2021）にしたがい，澤井・相原

（2024a）と同様に 3段階で行った．各クリーナー

の学名は Fricke et al. (2024)にしたがった．

本研究では澤井・相原（2024a）の table 1に

URLがある 2つの YouTube動画（コード VC56，

VC75）を掃除行動の分析に用いた．Fig. 1（VC56）

のシラコダイに掃除されるウシマンボウ（推定全

長 100–200 cm）は 2016年 11月 11日に全 44秒

の動画が第二著者によって撮影された（詳細は

Fig. 1の説明も参照）．Fig. 2（VC75）のシラコダ

イとイシダイに掃除されるマンボウ（推定全長

50–100 cm）は全 22秒の動画が謝辞に記した情報

提供者によって撮影された（詳細は Fig. 2の説明

も参照）．情報提供者によると VC75の元データ

は行方不明であるため撮影日は不明であったが，

澤井・相原（2024a）の VC16–18と撮影現場の状

況やマンボウの背鰭の傷（Fig. 2）がよく似てい

ることから，2012年 4月 17日に撮影された可能

性がある．Fig. 2の白矢印の魚類は 7つの黒い横

縞が確認できること，一緒にいるシラコダイ（推

定全長 12–16 cm；澤井・相原，2024b）とほぼ同
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じ体サイズに見えることから，イシダイの若魚と

同定された（熊井，1984）．

羽ばたき周波数は澤井・相原（2024b）にした

がって求めた．

結果と考察
マンボウ属のクリーナーとクリーニングス

テーション　本研究でマンボウ属のクリーナーを
再検討した結果，本研究で新たに確認されたク

リーナーも含めて，ウシマンボウは 4科 9種，マ

ンボウ（Mola cf. molaも含む）は 5科 6種，カク

レマンボウは 1科 1種のクリーナーと少なくとも

掃除共生関係をもっており，またさらに多くの種

と掃除共生関係をもつ可能性も示唆された（Table 

1）．本研究で調べた限りでは，シラコダイによる

ウシマンボウへの掃除（Fig. 1; VC56），イシダイ

によるマンボウへの掃除（Fig. 2; VC75）はこれ

までに報告されておらず，本研究で初めて記録さ

れた（Table 1）．本研究で収集された文献上のマ

ンボウ属のクリーナーはすべて自然下で観察され

たものであるが（Table 1），例えばマンボウ属と

クリーナーを同じ水槽で飼育することで，水族館

でのマンボウ属の健康維持に役立てることができ

る可能性がある． 

海外ではバリ島海域，ガラパゴス諸島海域，カ

リフォルニア海域などがマンボウ属のクリーニン

グステーションとして知られている（Table 1）．

国内では大瀬崎の他に，静岡県伊東市富戸にある

伊豆海洋公園のダイビングエリアでシラコダイに

掃除されるマンボウ属が確認されていることから

（鈴木美智代，私信，2024年 1月 19日），ここも

クリーニングステーションである可能性が高い．

マンボウ属のクリーニングステーションはス

キューバーダイビングができるエリアと重ならな

ければ発見は難しいが，おそらくもっと多く存在

するものと推測される．

ウシマンボウとシラコダイの行動　VC56に

は，掃除中から終了後にかけての行動が記録され

ていた．最初ウシマンボウは頭を斜め上に向け

Fig. 1. An individual of Mola alexandrini being cleaned by 
Chaetodon nippon photographed off Osezaki (35°01'37.7"N, 
138°47'03.1"E; water depth 33 m; water temperature 19 
°C), Shizuoka Prefecture, Japan, on 11 November 2016. 
Photographed by Takehiro Aihara@水中動画チャンネル . 
See also VC56 in table 1 of Sawai and Aihara (2024a).

Fig. 2. An individual of Mola mola being cleaned by two fish 
species [an individual of Oplegnathus fasciatus (white arrow) 
and an individual of Chaetodon nippon (yellow arrow)] 
photographed off Osezaki, Shizuoka Prefecture, Japan. A: 
before cleaning (3rd second). B: cleaning in progress (10th 
second). C: after cleaning (15th second). Red arrow: ulceration. 
Photographed by Atsushi Kanai. See also VC75 in table 1 of 
Sawai and Aihara (2024a).
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ゆっくりと各鰭を動かしており，15個体のシラ

コダイはウシマンボウの周囲に群れていた（Fig. 

1; VC56）．この上向き姿勢は水底に対して最大約

40°の角度であったが（Fig. 1），ウシマンボウは

掃除請求時に 90°に近いほぼ真上を向くことも観

察されている（Thys et al., 2017）．

VC56ではシラコダイがウシマンボウの体を突

いている場面は映されていなかったが，第二著者

はシラコダイがウシマンボウの体を突いている場

面を観察している．シラコダイは 6秒目にウシマ

ンボウから前方に離れていった 1個体をきっかけ

に，他個体も徐々にウシマンボウから離れ始めた．

この間，ウシマンボウは眼を前方に向け離れてい

くシラコダイを見ていた．25秒目にすべてのシ

ラコダイがウシマンボウから離れると，ウシマン

ボウは背鰭と臀鰭を大きく動かし，斜め上向きの

姿勢から通常姿勢（水底に対して平行）に戻して

奥の方へと泳ぎ去った．

泳ぎ始める前までの 25秒間にウシマンボウは

背鰭を 6回ストロークし，羽ばたき周波数は 0.12 

Hzであった．これは澤井ほか（2023）で観察さ

れた水面付近で遊泳する推定全長 1.4–2.0 mのウ

シマンボウ（巡航遊泳時か不活発な状態だったの

かは不明）の羽ばたき周波数（0.30–0.33 Hz）よ

り低く，背鰭の動きは約 3倍遅かった．一方，シ

ラコダイが離れた 26秒目から 38秒目にかけての

12秒間にウシマンボウは背鰭を 22回ストローク

し，羽ばたき周波数は 0.92 Hzであった．目視的

にもややダッシュ（バースト遊泳）しているよう

に見えた．これはシラコダイによる掃除が終わっ

たことをウシマンボウが認識し，早く泳ぎ去ろう

としたものと思われる．ウシマンボウもマンボウ

と同様にシラコダイに掃除請求するために大瀬崎

に来遊しているものと考えられ（澤井・相原，

2024b），シラコダイはマンボウ属のクリーナーと

して水族館で一緒に飼育することに適していると

Cleaner species* Observation location Reference**
Client species: Mola alexandrini

FCh: Chaetodon kleinii Bloch, 1790 Bali, Indonesia Konow et al. (2006)
FCh: Chaetodon nippon Steindachner & Döderlein, 1883 Osezaki, Japan This study
FCh: Heniochus diphreutes Jordan, 1903 Bali, Indonesia Konow et al. (2006)
FLab: Bodianus diplotaenia (Gill, 1862) Galapagos, Ecuador Thys et al. (2013, 2017)
FLab: Labroides dimidiatus (Valenciennes, 1839) Bali, Indonesia Konow et al. (2006)
FLab: Thalassoma lunare (Linnaeus, 1758) Bali, Indonesia Konow et al. (2006)
FLat: Caulolatilus affinis Gill, 1865 Galapagos, Ecuador Thys et al. (2017)
FPoca: Holacanthus passer Valenciennes, 1846 Galapagos, Ecuador Thys et al. (2017)
FPoca: Pomacanthus imperator (Bloch, 1787) Bali, Indonesia Konow et al. (2006)

Client species: Mola mola
FCh: Chaetodon nippon Steindachner & Döderlein, 1883 Osezaki, Japan E.g., Shiratori (2008); Sawai & Aihara (2024b)
FLab: Coris julis (Linnaeus, 1758) La Herradura, Spain Vasco-Rodrigues & Cabrera (2015)
FOp: Oplegnathus fasciatus (Temminck & Schlegel, 1844) Osezaki, Japan This study
FSc: Medialuna californiensis (Steindachner, 1875) California, USA Thys (1994)

Client species: Mola cf. mola
FEm: Phanerodon cf. atripes California, USA Gotshall (1967)***; Zimbelman (1967)***
FLab: Halichoeres californicus Günther, 1861 California, USA Turner et al. (1969)***

Client species: Mola tecta
FLab: Halichoeres californicus Günther, 1861 California, USA Monterey Bay Aquarium (2019)

Client species: Mola sp.
FEm: Embiotoca caryi Agassiz, 1853 California, USA Gotshall (1967); Zimbelman (1967)
FLab: Centrolabrus exoletus (Linnaeus, 1758) Arrábida, Portugal Henriques & Almada (1997)
FLab: Halichoeres californicus Günther, 1861 California, USA Limbaugh (1955, 1961)
FPoce: Chromis punctipinnis (Cooper, 1863) California, USA Turner et al. (1969)
FSc: Medialuna californiensis (Steindachner, 1875) California, USA Hixon (1979)

FCh: Family Chaetodontidae; FEm: Family Embiotocidae; FLab: Family Labridae; FLat: Family Latilidae; FOp: Family Oplegnathidae; 
FPoca: Family Pomacanthidae; FPoce: Pomacentridae; FSc: Family Scorpididae.
*The scientific name of the cleaner species followed Fricke et al. (2024).
**The species in photographs of the genus Mola on each of the references were re-identified in this study (those without photos of the genus 
Mola were included in “Mola sp.”).
***Although the species cannot be clearly identified from the photograph, it is likely Mola mola based on its body size and location.

Table 1. List of cleaner fish species of the genus Mola.
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考えられる．また，シラコダイのように 1種のク

リーナーがマンボウ属 2種を掃除していた事例

は，Halichoeres californicus Günther, 1861 でも確

認されたことから（Table 1），他のクリーナーも

マンボウ属複数種を掃除する可能性がある．

マンボウとイシダイの行動　イシダイ若魚に
よるマンボウへの掃除は，シラコダイによるマン

ボウへの掃除と同時に観察された（Fig. 2; 

VC75）．VC75では，イシダイはマンボウの背鰭

基部の前端を 3回突き，映されている側からは

ハッキリと見えないがシラコダイもマンボウの臀

鰭の付け根あたりを 3回突いていた．シラコダイ

とイシダイがほぼ同時にマンボウから離れると，

マンボウは斜め上向きの姿勢から通常姿勢に戻し

た．

イシダイが突いていたマンボウの表皮には傷

があり，白い皮下ゼラチン層が露出していた（Fig. 

2の赤矢印）．イシダイの突きは瞬間的に頭部を

左右方向に振って体を捻っており，齧り取ってい

るように見えた．イシダイ若魚は雑食性が強くな

り，フジツボや貝類なども食べることが知られて

おり（熊井，1984），噛むは強いと思われる．よっ

て，おそらくこの傷はイシダイがマンボウから外

部寄生虫を取り除く過程でできたものと推察され

た．このような掃除の過程で体を傷付けられる事

例は，タテジマキンチャクダイ Pomacanthus 

imperator (Bloch, 1787)成魚によるウシマンボウ

への掃除イベントでも確認されている（Konow et 

al., 2006）．イシダイが突いていたマンボウの傷は，

イシダイが掃除行動をする前から確認でき（Fig. 

2A），おそらく動画撮影が始まる前からイシダイ

が突いていたものと思われる．同じような白い傷

はマンボウの背鰭基部の後端にもあり，この部分

もイシダイは興味を示していたことから，イシダ

イが突いていた可能性がある．表皮を傷付けるほ

どのイシダイの強い突きに対してマンボウが忌避

反応を示していないのは，マンボウの皮下ゼラチ

ン層が厚いためと思われる（澤井，2017）．しかし，

体を傷付けるリスクがあることを考えると，イシ

ダイはマンボウのクリーナーとして水族館で一緒

に飼育することには適さないと考えられた．一方，

シラコダイの突きはマンボウ属の体を傷付けてい

るようには見えないため（澤井・相原，2024b），

マンボウ属のクリーナーとして水族館で一緒に飼

育することは適しているとの上述の見解は支持さ

れる．

ま た， 幼 魚 期 の イ シ ダ イ は ク ロ ダ イ

Acanthopagrus schlegelii (Bleeker 1854)にも掃除を

行うことが知られているため（金本，1988），シ

ラコダイとは異なり（澤井・相原，2024b），マン

ボウ専属のクリーナーではない．一方，マンボウ

のクリーナーとして本研究で観察されたシラコダ

イとイシダイは，ホンソメワケベラ Labroides 

dimidiatus (Valenciennes, 1839)に対してはクライ

アントになり，掃除請求ポーズを取って掃除され

ることが知られている（Kuwamura, 1976）．また，

他海域ではマンボウのクリーナーである

Medialuna californiensis (Steindachner, 1875) と

Mola sp.のクリーナーである Chromis punctipinnis 

(Cooper, 1863)も H. californicusに対してはクライ

アントになり，掃除されることが知られている

（Table 1; Limbaugh, 1955; Turner et al., 1969）．相互

作用する相手によって，クリーナーにもクライア

ントにも成り得ることは，生態系の中での種間関

係の複雑さを示している．
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